
薬局薬剤師が在宅医療に積極的に
参画する上での課題

平成23年2月17日

日本薬剤師会

山本委員提出資料



平成23年2月7日 社会保障審議会介護給付分科会資料１より

薬の管理が必要
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【図１】在宅患者訪問薬剤管理指導の実施薬局おける

従事薬剤師数の状況について

１）「平成21年度在宅医療等に関する実態調査」（平成22年12月、日本薬剤師会）より ※日薬・在宅医療サポート薬局
２）上記の薬剤師数は、常勤換算値ではなく、常勤／非常勤を含む実人数の合計値（平成22年1月現在の状況）

N ＝ 400薬局
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【図２】退院時共同指導への参加状況について

１）「平成21年度在宅医療等に関する実態調査」（平成22年12月、日本薬剤師会）より ※日薬・在宅医療サポート
薬局

N ＝ 368薬局

９割以上の薬局が
退院時共同指導に
参加できていない
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薬局への訪問依頼の経緯

後期高齢者の服薬における問題と薬剤師の在宅患者訪問
薬剤管理指導ならびに居宅療養管理指導の効果に関する
調査研究 報告書 H20 3 日本薬剤師会
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医師・歯
科医師か
らの指示

薬剤師訪問
訪問の意義・目的説明

薬局窓口で薬剤
師が疑問視

医師・歯科医師に情報提供
⇒訪問の必要性報告⇒訪問指示を出してもらう

B：薬局提案型

看護師、訪問介護員など多
くの医療・介護職、そして家

族からの相談

A：医師の指示型 D：多職種提案型

情報の共有＆問題点を相互認識

患者同意を得て
訪問薬剤管理指導（居宅療養管理指導）開始

薬剤師が訪問して状況把握
⇒薬剤師介入の必要性があると判断⇒患者に訪問の意義・目的説明

ずっと訪問することだけをイメージせず、計画性を持って期間限定で訪問することも一考

情報の共有＆問題点を相互認識

介護支援専門員から
薬局への相談

C：介護支援専門員提案型

訪問薬剤（居宅療養）管理指導開始に至る４つのパターン
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